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平成 31年 4月 1日　発行
公益社団法人岡谷下諏訪広域
シルバー人材センター

●岡谷市長地権現町四丁目11－50
　TEL 0266 － 23 － 0760

URL https://webc.sjc.ne.jp/okaya/
E-mail osksc@po24.lcv.ne.jp
●下 諏 訪 町 4 6 1 3 番 地 8

　TEL 0266 － 28 － 0890

第 124号

会
員
数

岡谷 地 区 235人（男性 181人・女性 54人）
下諏訪地区 254人（男性 154人・女性 100人）
計 489人（男性 335人・女性 154人）

平成31年2月28日現在

横河川の桜
（ソメイヨシノ）

4月上旬から中旬頃に両側の堤防沿いに咲き誇ります。
横河川桜まつりも開催され多くの人で賑わいます。
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平
成
30
年
度
の
就
業
安
全
推
進
大

会
が
2
月
14
日
㈭
、
岡
谷
市
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
マ
リ
オ
に
於
い
て
、
会
員

173
名
が
参
加
す
る
な
か
盛
会
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
田
中
理
事
長
か
ら
、
認
識

の
甘
さ
が
出
る
ベ
テ
ラ
ン
に
事
故
が

多
い
。
自
分
の
行
動
を
見
直
し
対
策

を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
就
業
先
と
の

人
間
関
係
を
大
切
に
し
て
、
円
滑
に

進
め
る
こ
と
も
安
全
管
理
の
一
歩
、

事
故
な
く
就
業
す
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
が
大
切
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
安
全
・
適
正
就
業
標
語
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
昨
年
7
月
に
行
っ

た
標
語
募
集
で
、
17
人
の
会
員
か
ら

33
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
当
セ
ン
タ

ー
の
標
語
審
査
委
員
会
で
入
選
作
品

を
決
定
し
た
6
名
の
方
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
が
宮
下
勝
弘
さ
ん
、
優

秀
賞
（
2
名
）
は
古
田
正
武
さ
ん
・

宮
澤
宗
之
さ
ん
、
佳
作
（
3
名
）
が

森
田
等
さ
ん
・
一
之
瀬
一
郎
さ
ん
・

永
田
釟
郎
さ
ん
で
、
受
賞
さ
れ
た
皆

様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

標
語
の
表
彰
に
続
き
宮
澤
事
務
局

長
か
ら
、
平
成
30
年
度
の
事
業
経
過

報
告
が
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
会
員
の
増
強
に
協
力
願
い
た
い

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
内

に
お
け
る
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て

は
、
賠
償
事
故
3
件
、
障
害
事
故
2

件
、
交
通
事
故
が
1
件
あ
り
、
今
年

度
の
事
故
は
今
ま
で
と
違
い
予
測
で

き
な
い
事
故
が
多
い
の
が
特
徴
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
松
本
市
に
お

住
い
の
健
康
運
動
指
導
士
の
茂
澄
修

様
に
「
シ
ル
バ
ー
人
生
100
年
時
代
を

元
気
に
生
き
ぬ
こ
う
！
」
〜
ボ
ー
っ

と
生
き
て
る
と
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら

れ
ま
す
よ
〜
と
題
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

安
全
作
業
の
た
め
に
日
頃
の
健
康

づ
く
り
が
必
要
で
、
肺
炎
を
防
ぐ
た

め
に
姿
勢
を
正
し
た
り
、
筋
肉
を
育

て
る
た
め
の
食
事
の
工
夫
を
し
た
り

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度  

就
業
安
全
推
進
大
会
開
催 

1.  安全ミーティングの完全実施
2.  安全装備使用の徹底
3.  �健康診断受診及び健康体操の

奨励
4.  交通事故防止

目標『危険ゼロ』
安全・適正就業対策推進の重点目標▶反射タスキの活用を！◀

　夕暮れから夜間、早朝は反射タスキを付け
て自分の存在を車にアピールしましょう！
　タスキの他、夜光反
射材には、いろいろな
種類があります。用途
や取り付け場所にあわ
せて活用しましょう。

田中理事長のあいさつ

茂澄氏による講演

〈安全就業統一スローガン〉
─事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな─

交通事故防止に

努めましょう
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1
月
20
日
㈰
と
21
日
㈪
に
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ

で
会
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
対
象
者
47
人

中
28
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
り

会
員
の
出
席
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
改
め
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
意

義
と
役
割
を
考
え
る
と
と
も
に
、
会
員
個
々

の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
安
全
で
適
正
な
就

業
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
27
年
度
の
入
会
者
と
平

成
26
年
度
以
前
の
研
修
未
受
講
者
を
対

象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
田
中
理
事
長
を
講
師
と
し
て
、

資
料
を
基
に
し
た
講
義
形
式
で
行
わ
れ
、
一

般
的
事
項
の
他
、
特
に
当
セ
ン
タ
ー
が
置
か

れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
会
員
の
増
強
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
受
講

し
て
い
ま
し
た
。

　

青
木
町
長
と
の
懇
談
会
を
、
全

理
事
出
席
の
も
と
で
、
昨
年
12
月

18
日
㈫
、
午
後
6
時
か
ら
下
諏
訪

町
内
の
食
祭
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
か
ら
、
町
か
ら
の

多
大
な
御
支
援
と
御
協
力
に
、
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
な
お

一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

青
木
町
長
か
ら
は
、
町
政

全
般
の
御
説
明
と
、
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
更

な
る
期
待
と
激
励
の
御
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
会
員
は
こ
の
期
待

に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、

更
な
る
積
極
的
な
仕
事
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
前
提
と
な
る
の
が
、
日

頃
か
ら
の
健
康
管
理
と
、
無
事
故

無
災
害
へ
の
強
い
決
意
、
併
せ
て

人
生
を
重
ね
て
き
た
人
間
味
あ
ふ

れ
る
シ
ル
バ
ー
ら
し
い
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
12
月
6
日
㈭
、
岡
谷
消
防
署
に
お
い

て
、
受
講
者
18
名
の
参
加
の
も
と
普
通

救
命
講
習
会
（
3
時
間
講
習
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
署
職
員
か
ら
簡
易
応
急
手
当
と

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
を
講

義
及
び
体
験
実
習
で
学
び
ま
し
た
。
受

講
者
に
は
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
証
に
有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
講
習
内
容
が
3
年
～
5
年
の
間
隔

で
改
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
技
能

維
持
、
向
上
の
た
め
に
は
2
年
～
3
年

毎
に
再
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

｢

自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る
」、「
仲

間
の
命
は
、
仲
間
で
守
る
」
と
い
う
安

全
意
識
を
常
に
持
ち
、
安
全
・
適
正
就

業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
会

員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

田中理事長の講義

下諏訪町長との懇談会会
員
研
修
会
開
催 理事長の概要説明

青
木
町
長
の
講
話

普通救命講習会開催

講習の様子
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　平成 30 年度は前年度に比べて発生件数は減少していますが、まさかと思う予測不可能な事故が
起きています。事故を無くすために会員一人ひとりが就業場所に潜む危険や問題点を認識して、事
故を起こさない、事故に遭わないよう、安全就業を心掛けることが重要です。

平成30年度　傷害・賠償事故等の状況

日　時 性別（年齢）作業内容 事故の内容 概　　要 原因等

5月28日（月）
10時30分頃

男性
（86歳） 草刈り 刈り払い機によ

る破損賠償事故

住宅の庭の草刈り作業中、樹脂製の工作物
に刈払機の歯を当てて、キズを付けてしま
った。

作業に対して不注
意であった。

7月 18日（水）
10時40分頃

男性
（71歳） 草刈り 刈り払い機の盗

難賠償事故

草刈り作業中に、建物内で休憩していたと
ころ、外に置いた借り物の刈り払い機が盗
まれた。

保管に対する注意
が足りなかった。

8月1日（水）
7時30分頃

男性
（77歳） 通勤途上 通勤途上の交通

事故

通勤途上に交差点において、前の車にあわ
せて停止したところ、後続の車に追突され、
むち打ちの症状が出た。

責任割合は加害者
の全面不注意。

10月2日（火）
13時30分頃

男性
（71歳） 植木剪定 屋根の破損賠償

事故

剪定作業中に、屋根のアクリル折板を踏み
抜いてしまい、会員も胸部あたりまで落下
したが、幸い大事に至らなかった。

足元の安全確認が
不足してしまった。

10月10日（水）
9時30分頃

男性
（78歳） 草刈り 橋から転落によ

る傷害事故

林道の草刈り作業中、老朽化した橋の欄干
とともに 3.8m下の河川敷に転落し、骨折
等の重症を負った。

橋が危険であるこ
との注意が不足し
てしまった。

2月1日（金）
6時頃

女性
（71歳）

施設管理
屋内清掃

転倒による
傷害事故

施設のごみ袋を集積場所に出そうとしたと
ころ、凍結した路面に足を滑らせて転倒し、
手首を骨折した。

路面の安全確認が
不足してしまった。

【 安全就業の心得 …… みんなで守ろう 10カ条 】
1 �日頃から健康管理に努め、常に健康な
状態で就業しましょう。

2 �仕事の前日は十分に睡眠をとりましょ
う。

3 �服装・履物・保護具は、それぞれの作
業に適したものを着用しましょう。

4 �仕事を始める前には準備運動をしまし
ょう。

5 �保護具や器具類は使用する前に必ず点
検しましょう。

6 �加齢による身体の機能低下を十分認識
し、無理をしないようにしましょう。

7 �仕事をするときは急いだり、あわてた
りせず、安全第一を心がけましょう。

8 �就業の場は常に整理整頓を心がけまし
ょう。

9 �共同で仕事をするときは、合図・連絡
を正確に行いましょう。

10 �行き帰りも仕事のうち、交通事故に遭
わないようにしましょう。
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

入
会
者
に
対
す
る
報
奨
制
度

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
友
人
や
知
人
に

入
会
を
勧
め
、
こ
の
方
が
入
会
し
た

場
合
、
入
会
を
勧
め
た
会
員
に
ク
オ

カ
ー
ド
（
千
円
）
を
進
呈
し
て
い
ま

す
。

　

30
年
度
は
、
2
月
末
ま
で
に
43
名

の
方
が
入
会
し
、
そ
の
う
ち
7
名
の

方
が
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
紹
介
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
制
度
も
活
用
し
て
、
一
人
一

会
員
入
会
運
動
を
進
め
、
多
く
の
方

が
入
会
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
保
険
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
る
請
負

（
委
任
）
就
業
は
雇
用
関
係
に
な
い

た
め
、
労
災
保
険
の
適
用
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん

は
入
会
と
同
時
に
シ
ル
バ
ー
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

　
仕
事
の
行
き
帰
り
や
就
業
中
に
怪

我
を
し
た
と
き
は
、
必
ず
事
務
局
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を

　

当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

開
設
か
ら
2
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
中
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
1

ヶ
月
平
均
で
約
千
500
件
と
な
っ
て
お

り
、
対
前
年
比
で
約
200
件
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
セ
ス
数
が
多
い
項
目
は
、
セ

ン
タ
ー
の
案
内
、会
報「
み
ず
う
み
」、

仕
事
の
依
頼
方
法
、
会
員
に
な
る
に

は
、
な
ど
で
、
各
項
目
は
、
1
ヶ
月

70
〜
100
件
程
度
が
閲
覧
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
多
く
の
情
報
が
満
載
で

す
。

　

情
報
の
入
手
や
会
員
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、
同
好
会

の
活
動
情
報
の
発
信
な
ど
に
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

主
な
行
事
予
定

　

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
の
主
な

行
事
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│　

◦
5
月
24
日　

定
時
総
会（
マ
リ
オ
）

◦

7
月
28
日　

夏
の
奉
仕
活
動

◦
 

10
月
5
日　

秋
の
奉
仕
活
動

◦
 

11
月
16
日
・
17
日　

シ
ル
バ
ー
フ

ェ
ア（
下
諏
訪
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◦
 

1
月
19
日　

会
員
研
修

◦
 

2
月
5
日　

就
業
相
談
会

◦
 

2
月
14
日　

就
業
安
全
推
進
大
会

※�

予
定
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

会
費
の
納
入
の
お
願
い

　

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
の
会
費

の
納
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と

お
り
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
昨

年
同
様
）

一
、
6
月
分
の
配
分
金
の
あ
る
方

　

お
支
払
い
す
る
配
分
金
か
ら
控
除

し
ま
す
。

二
、
6
月
分
の
配
分
金
の
な
い
方

　

各
地
域
の
班
長
さ
ん
に
お
願
い
し

て
集
金
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

─シルバー保険─
▶団体傷害保険（被保険者 1名）
　　死亡・後遺障害............... 900万円
　　入院（日額）......................3,000円
　　通院（日額）......................2,000円

▶賠償責任保険
　　対人・対物...........................1億円
　　受託物損壊...................... 100万円

※詳しくはセンター事務局まで

事務局職員の異動
◉退職職員（平成 31 年 3 月 31 日付）
　事 務 局 長　宮澤　　順
　下諏訪支所長　林　　賢一
◉新任職員（平成 31 年 4 月 1 日付）
　事 務 局 長　佐久　　卓
　下諏訪支所長　久保村 隆繁
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私
は
長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し

て
、
平
成
26
年
9
月
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
年
に
事
務
局
の
方
か
ら

家
に
近
い
会
社
を
紹
介
し
て
頂
き
、

人
数
は
少
な
い
で
す
が
、
自
分
の
息

子
、
娘
の
よ
う
な
若
い
子
た
ち
と
、

和
気
あ
い
あ
い
と
働
い
て
い
ま
す
。

会
社
も
い
つ
ま
で
も
勤
め
て
い
い
と

言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
健
康
に
気
を

つ
け
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
川
岸
4
（
新
倉
）
の
班
は
、

会
員
が
16
名
と
大
所
帯
で
す
。会
報
、

行
事
の
人
数
の
把
握
な
ど
は
大
変
で

し
た
。
会
員
も
自
分
を
含
め
て
高
齢

化
に
な
っ
て
来
て
、
行
事
、
会
議
な

ど
は
大
変
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
特
に
社
会
奉
仕
、夏
・

秋
の
草
取
り
な
ど
は
、
出
来
る
だ
け

出
席
し
た
い
で
す
。

　

4
月
か
ら
班
長
を
交
代
し
ま
す
。

1
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
て
、
3
年
に
な
り
ま

す
。
65
歳
定
年
で
、
し
ば
ら
く
、
サ

ン
デ
ー
毎
日
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
曜
日
の
概
念
も
無
く
な
り
か
け

て
、
こ
れ
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、友
人
の
勧
め
で
入
会
し
、

板
金
組
立
の
会
社
に
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

稼
働
日
の
1
日
お
き
の
8
・
5
Ｈ

の
勤
務
で
労
働
と
休
暇
の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
（
毎
週
3
連
休
有
り
）
で
、

趣
味
の
釣
り
に
も
便
利
で
す
。
多
少

き
つ
い
仕
事
の
時
も
あ
り
ま
す
が
翌

日
が
休
暇
な
の
で
、
頑
張
れ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
、
2
名
ペ
ア
で
作
業
し

て
い
ま
す
が
相
方
の
先
輩
が
良
い
人

で
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
持
病
持
ち

で
無
理
で
き
ま
せ
ん
が
、
体
の
続
く

限
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
回
り
順
で（
笑
）、
地

シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
み
て

（
下
諏
訪
地
区
）

古
田　

寛

会
員
に
な
っ
て（

岡
谷
地
区
）

金
原
三
郎

　　
　
　

班
長
リ
レ
ー
だ
よ
り

区
役
員
に
な
り
ま
し
た
。
2
年
任
期

な
の
で
、
本
年
度
い
っ
ぱ
い
班
長
で

す
。
今
年
は
区
の
理
事
（
会
計
）
な

の
で
、
非
常
に
多
忙
で
す
が
、
両
立

出
来
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

働
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
よ
り

長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
健
康
第
一

で
、
頑
張
り
ま
す
。

健康診断を受けましょう
●健康診断は、健康管理の出発点です。
●自己の身体の状況を知り、適切な健康管理に努めましょう。
●�生活習慣病の予防と早期発見、早期治療に心がけ、快適な生活を送り
ましょう。
●市や町の健康診査日程に従って、忘れずに健康診断を受けてください。
●健康管理は、安全就業の第一歩！

平成31（2019）年度　定時総会
日  時▶ 5 月 24 日（金）　午後 1時 30分
場  所▶ライフプラザ マリオ（岡谷市長地権現町）
　
5月7日（火）［予定］までに出欠席の有無を班
長さんまで報告してください。
なお、欠席される場合には、必ず「委任状」
を提出してください。。

♥ ♥♥
♥
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第
10

回
理
事
会
（
12

月
18

日
）

・ 

正
会
員
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

・ 

地
域
班
・
職
群
班
の
班
会
議
開
催
状

況
に
つ
い
て

・ 

専
門
部
会
等
の
事
業
、
状
況
報
告

・ 

11
月
の
事
業
実
績
報
告

第
11

回
理
事
会
（
1

月
23

日
）

・ 

正
会
員
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

・ 

平
成
31
年
度
定
時
総
会
の
日
程
に
つ
い
て

・ 

新
規
入
会
に
伴
う
会
費
の
月
割
り
納

入
に
つ
い
て

・ 

専
門
部
会
等
の
事
業
、
状
況
報
告

・ 

12
月
の
事
業
実
績
報
告

第
12

回
理
事
会
（
2

月
27

日
）

・ 

正
会
員
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

・ 

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・ 

平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

・ 

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・ 

専
門
部
会
等
の
事
業
、
状
況
報
告

・
1
月
の
事
業
実
績
報
告

第
13

回
理
事
会
（
3

月
27

日
）

・ 

正
会
員
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て

・ 

平
成
31
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

・ 

平
成
31
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

・ 

表
彰
者
の
承
認
に
つ
い
て

・ 

定
時
総
会
に
お
け
る
書
面
議
決
等
に

つ
い
て

・ 

専
門
部
会
等
の
事
業
、
状
況
報
告

・ 

2
月
の
事
業
実
績
報
告

・ 

会
員
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

★
12

月

5
日
・ 

第
3
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会

6
日
・ 

普
通
救
命
講
習
会

11
日
・ 

会
員
入
会
説
明
会

12
日
・ 

会
報
「
み
ず
う
み
」
編
集
作
業

　
　

・ 

女
性
部
幹
事
会

13
日
・ 
第
5
回
就
業
部
会

15
日
・ 
刃
物
と
ぎ
事
業

17
日
・ 

第
4
回
安
全
委
員
会

　
　

・ 

第
1
回
安
全
・
適
正
就
業
標
語

審
査
委
員
会

　
　

・ 

第
3
回
安
全
部
会

18
日
・ 

第
10
回
理
事
会

　
　

・ 

下
諏
訪
町
長
と
役
職
員
と
の
懇

談
会

20
日
・ 

第
3
回
文
化
部
会

　
　

・ 

第
5
回
総
務
部
会

★
1

月

1
日
・ 「
み
ず
う
み
123
号
」
発
行

8
日
・ 

会
員
入
会
説
明
会

20
日
・ 

会
員
研
修
会

21
日
・ 

会
員
研
修
会

23
日
・ 

第
11
回
理
事
会

29
日
・ 

第
6
回
総
務
部
会

★
2

月

1
日
・ 

就
業
相
談
会　
　

8
日
・ 

諏
訪
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
懇
談
会

12
日
・ 

会
員
入
会
説
明
会

14
日
・ 

平
成
30
年
度
就
業
安
全
推
進
大
会

22
日
・ 

第
6
回
就
業
部
会

27
日
・ 

第
12
回
理
事
会

28
日
・ 

南
信
ブ
ロ
ッ
ク
職
員
研
修
会

★
3

月

9
日
・ 

刃
物
研
ぎ
事
業

12
日
・ 

会
員
入
会
説
明
会

13
日
・ 

会
報
「
み
ず
う
み
」
編
集
作
業

　
　

・ 

第
7
回
就
業
部
会

27
日
・ 

第
13
回
理
事
会

★
4

月
（
予
定
）

1
日
・ 「
み
ず
う
み
124
号
」
発
行

5
日
・ 

班
長
説
明
会

9
日
・ 

会
員
入
会
説
明
会

24
日
・ 

第
1
回
理
事
会

岡
谷
地
区

○
岡
谷
1
│
1 

伊
藤　

節
子

○
下
浜  

増
沢　

千
秋

○
小
尾
口 

川
合　

清
文

○
小
井
川
1 

岩
本　

紘
一

○
小
井
川
1 

赤
羽　

久
長

○
小
井
川
1 

赤
羽　

良
子

下
諏
訪
地
区

○
1
区
│
1 

勝
野　

幸
子

○
3
区
│
5 

直
井　

道
子

理
事
会
だ
よ
り

新
入
会
員
紹
介

 
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

12
／
1

〜
2
／
28

日
ま
で
の
入
会

安
全
・
適
正
就
業
の

標
語
を
募
集
し
ま
す

　
安
全
で
適
正
な
就
業
は
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
安
全
の
確
保
、
適

正
な
就
業
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り

が
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
今
年
度
も
安
全
啓
発
を
図
る

た
め
「
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
今
か
ら
思
い
つ

く
標
語
を
書
き
留
め
る
な
ど
し

て
、
多
く
の
ご
応
募
を
お
願
い
し

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
動
き

（
12
／
1

〜
3
／
31

）
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伏
見
屋
邸
だ
よ
り

〇�
野
沢
菜
漬
け

　

11
月
29
日
に
遊
休
地
活
用
ク
ラ
ブ
の
畑
に
集
合
し
て
収

穫
作
業
を
行
い
、
12
月
２
日
に
お
菜
洗
い
と
漬
け
込
み
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
活
用
ク
ラ
ブ
の
畑
の
出
来
が

あ
ま
り
良
く
な
く
、
色
々
な
方
か
ら
の
購

入
品
を
含
め
て
約
200
㎏
を
漬
け
ま
し
た
。

〇�

第
１
回
炬
燵
交
流
会

　

漬
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

12
月
23
日
に
野
菜
作
り
で
お
世
話
に
な

っ
た
畑
の
人
、
漬
け
込
み
、
干
し
柿
づ

く
り
に
関
わ
っ
た
人
達
に
漬
物
と
干
し

柿
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

〇 �門松としめ飾りを頂きました
　今年も「夢

む

加
か

志
し

会
かい

」のご厚意
により、立派な門松としめ飾り
を飾っていただきました。
　感謝、感謝。

〇�

第
３
回
炬
燵
交
流
会

　

2
月
16
日
に
は
昨
年
の
下
諏

訪
力
創
造
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
を
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
挑
戦
し
て
、
多

く
の
人
に
協
力
し
て
頂

い
た
こ
と
を
感
謝
し
て

第
3
回
炬
燵
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

伏
見
屋
邸
が
初
め
て
移
住
定

住
者
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
切
っ
掛
け
が
、
2
階
に

飾
っ
て
あ
る
中
山
道
の
古
写
真

と
現
風
景
写
真
を
商
工
会
議
所

か
ら
お
借
り
し
て
か
ら
で
す
。

　

そ
ん
な
関
係
作
り
に
力
を
貸

し
て
い
て
く
れ
た
方
々
も
参
加

し
て
下
さ
り
、
移
住
者
も
す
っ

か
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
話
の
輪

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

〇�

干
支
の
縁
起
飾
り
10
個
を
頂
く

　

下
諏
訪
町
内
の
女
性
か
ら
匿
名
希
望

で
干
支
（
イ
ノ
シ
シ
）
の
縁
起
飾
り
を

10
個
頂
き
ま
し
た
。

　

正
月
な
の
で
、
お
客
様
に
お
福
分
け

し
て
は
と
考
え
、
先
着
30
名
の
方
の
中

か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に
差
し
上
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
来
た
若
い
女
性
4
人
組
に

2
個
当
た
り
、
大
喜
び
で
記
念
写
真
を

撮
っ
て
い
ま
し
た
。

〇�

下
諏
訪
ひ
な
街
道
ま
つ
り

　

2
月
15
日
、
朝
早
く
か
ら
手
芸
部
員

に
よ
り
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

準
備
状
況
か
ら
取
材
し
た
い
と
Ｌ
Ｃ

Ｖ
の
記
者
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

2
月
16
日
か
ら
3
月
31
日
ま
で
飾
り

ま
し
た
。

〇�

第
２
回
炬
燵
交
流
会

　

1
月
27
日
に
夢
加
志
会
の
メ
ン
バ
ー
を
お
招
き
し

て
、
第
2
回
炬
燵
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
坂
会
長
と
ベ
テ
ラ
ン
会
員
4
名
が
参
加
し
て

下
さ
り
、
干
し
柿
作
り
や
野
菜
作
り
の
畑
作
業
な

ど
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
に
基
づ
い
た
話
が
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

〇 �北小学校３年生が勉強に来館
　1月23日と 31日に分かれて、昔の暮ら
しと今の暮らし、というテーマで社会科
の勉強会を開き、シルバーの会員が講師
を務めました。

▲男性会員も多く手伝いました

▲講師（シルバー会員）からの話を聞く子供たち

▶︎
夢
加
志
会
に
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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私
達
は
、
町
営
友
之
町
駐
車
場
の

管
理
業
務
で
、
1
日
1
名
体
制
で
4

名
が
交
替
勤
務
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
・
観
光
客
・
商
店
利
用
者
・

月
極
車
両
等
の
駐
車
管
理
を
行
な
い

な
が
ら
、
町
の
観
光
誘
客
の
一
環
と

し
て
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
出
し
業

務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
15
台
を
保
有
し
時
間
単
位
有
料
で
の
貸
出
し
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
等
の
紹
介
も
あ
り
県
外
中
心
に
利
用
さ
れ
る
観
光
客
が
年
々
増

え
て
来
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
多
く
な
る
事
で
パ
ン
ク
や
破
損
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発

生
、
点
検
・
整
備
を
入
念
に
行
い
、
安
全
に
乗
っ
て
頂
く
と
共
に
接
客
対
応
に
気
配

り
し
な
が
ら
町
の
印
象
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

こんなところで働いています●
私
達
グ
ル
ー
プ
の
見
守
り
活
動

　

南
小
学
校
に
比
較
的
近
い
所
の
住
人
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

ブ
ル
ゾ
ン
を
着
て
低
学
年
の
学
童
の
帰
路
を
見
守
り

な
が
ら
学
校
に
向
か
い
ま
す
。
す
れ
違
い
時
に
、
以
前

は
私
た
ち
の
方
か
ら
声
を
掛
け
て
い
た
の
が
、
今
年
は

子
供
た
ち
か
ら
声
を
掛
け
る
方
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

　

学
校
に
着
い
て
20
〜
30
分
で
高
学
年
の
帰
宅
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
れ
を
見
届
け
、
最
近
は
日
が
長
く
な
っ
た

の
を
実
感
し
な
が
ら
私
達
も
帰
路
に
就
き
ま
す
。
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シ
ル
バ
ー

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

　◆
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
度

　
事
業
計
画

１
、
岡
谷
・
下
諏
訪
地
区
合
同
事
業

◇
健
康
の
集
い
…
ヨ
ガ
教
室

　
日
時
…
6
月
末
頃

　
会
場
…
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ

◇
研
修
…�

他
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
視
察

　
日
時
、
場
所
未
定

２
、
岡
谷
地
区

◇
料
理
教
室

　
日
時
…
9
月
頃

　
会
場
…
あ
い
と
ぴ
あ

　
昨
年
12
月
12
日
㈬
、
岡
谷
・
下
諏
訪

地
区
合
同
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
30
年

度
事
業
の
反
省
と
31（
２
０
１
９
）年
度

事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

◇
ま
ゆ
玉
工
房
…
お
雛
様
作
り

　
日
時
…
２
０
２
０
年
2
月
頃

　
　
会
場
…
蚕
糸
博
物
館

３
、
下
諏
訪
地
区

◇
料
理
教
室

　
日
時
…
９
月
頃

　
会
場
…
下
諏
訪
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

女
性
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

駐
車
場
管
理
班
（
下
諏
訪
）

班
長　

林
　
泰
央
　

校門の前にて

　
各
事
業
に
男
性
会
員
の
参
加
、

　
大
歓
迎
で
す
！

　1月24日㈭、諏訪湖ハイツで、昨
年行われた総合事業訪問型サービ
ス講習の受講終了者に対して、事
業をより深く理解してもらうため、
岡谷市の保健師、保科真由美氏を
講師に、フォローアップ研修が行わ
れました。
　この仕事は、女性も活躍できる
仕事として期待されています。

総合事業訪問型サービス講習
のフォローアップ研修開催

　前年度の料理教室の様子
　男性会員も参加しました！

研修を受けるみなさん
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全会員を対象とした講習会のお知らせ

植木剪定安全技能講習会
●日　時：7 月 17 日（水）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時
●場　所：内山霊園（岡谷市）
　参加申込▶ 7 月 2 日（火）事務局まで

刈払い機等安全取扱技能講習会
●日　時：7 月 10 日（水）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時
●場　所：水月霊園（下諏訪町）
　参加申込▶ 7 月 2 日（火）事務局まで

普通救命講習会
●日　時：12 月頃
下諏訪消防署（予定）で普通救命講習会
を開催します。大切な人の命を、あなた
の勇気で救いましょう。
詳しくは事務局まで。

植木剪定をする会員は受講必須とします

※講習会等の内容は、変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。

草刈をする会員は受講必須とします

※希望者は事務局まで連絡してください。

チェーンソー外部講習会
●日　時：12 月〜 2 月
長野県林業センターが行うチェーンソー
講習会等の参加者に対し、受講にかかる
費用の一部を助成します。
安全に作業ができるよう
受講してみませんか。
詳しくは事務局まで。

〈空き家管理サポート事業の概要〉
1. 調査内容
　「家　屋」……外壁や屋根、窓、雨樋等の状態
　「敷　地」……草木の状態や不法投棄の有無
　「その他」……郵便受けの確認、写真での記録
2. 報告
　点検結果をまとめ、建物等の所有者に報告
　※庭木の剪定等は別料金です。

　平成29年度から始まった「空き家管理サポート事
業」は、建物などの状況を所有者に代わり点検し、そ
の結果を報告する事業です。

（現在5件実施中）
　空き家の管理でお困りの方が
いましたら事務局までお知らせ
ください。

空き家管理サポート事業
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●刃物研ぎ事業部会●
5、7、9、11、12、3月の土曜日の他、シルバーフェアやイベ
ントへの参加もしています。
また随時、事務所でも受付けていますのでご利用下さい。
対象は鋸を除く刃物すべてです。
　 ● 活動日、場所：
　　平成31（2019）年度の予定は下の表のとおりです。
　 ● 時　間：午前９時～12時　　 ● 代表者：長田  正康　TEL 23－3861

●野菜作り同好会・事業部会（岡谷）●
自分と仲間で汗を流して種を蒔き頑張っています。
食べる人に喜んでもらえるように手をかけて収穫する喜び、食
材への思いは奥深いものがあります。
仲間とのふれあいで知識を深めて挑戦！
野菜づくりで、いっしょに汗を流し、野菜をつくりませんか。
仲間をお待ちしています。
　 ● 活動日：随時
　 ● 場　所：岡谷市赤羽一丁目　畑（民地借用地）　　 ● 代表者：倉澤　崇　TEL 22－0964

 ▶同好会紹介・一緒にやりませんか？  会員募集中！

会員による　一人一会員入会運動・一人一仕事開拓運動を推進しましょう！

2019年

4月20日 下諏訪町伏見屋邸（三角八丁）

5月25日 岡谷市長地公民館

7月13日 岡谷市長地公民館

9月21日 下諏訪町いきいきプラザ

11月 9 日 下諏訪町いきいきプラザ

2019年
11月16日 下諏訪総合文化センター

（シルバーフェア）

12月14日 下諏訪町いきいきプラザ

2020年 3月21日 下諏訪町いきいきプラザ

※日程等変更する場合がありますのでご了承下さい。

─ 平成31（2019）年度　刃物研ぎ事業の予定 ─

　平成 29 年度の会員数、契約金額を 10 年前の平成 19 年度と比較すると、会員数が約 170 名、契約
金額では約 1億 2千万円減少しており、平成 30 年度も会員数、契約金額の減少傾向が続いています。
　このため、会員の増強と就業開拓が重要な課題となっており、会員総参加による「一人一会員入

会運動」、「一人一仕事開拓運動」を推進する必要があります。
　この運動は、会員の皆さん自らが友人や、ご近所など身近な人にシル
バーへの入会を勧めたり、シルバー事業についてお話いただき、会員や
事業の拡大を進めていくものです。
　安定した就業を確保していくためにも、積極的に声がけをしていただ
くとともに、依頼や相談がありましたら事務局までご連絡ください。
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地区班名 班　長 副班長

今 井
1 鷹野　　隆
2 栁澤　恒久

間　　　 下 伊藤　吉徳 窪田トモコ

岡 谷
1-1 黒岩　正雄
1-2 玉置　恵一

下浜・小尾口 笠原　弘之 平林　親廣
上浜・新屋敷・小口1 原山　勝好
上浜・新屋敷・小口2 合田登喜彦

小井川
1 小口　幸夫
2 下島　達雄 岩井　敏子
3 内山征四郎

西　　　 堀 原　　和人
み　な　と 山岡　邦敏

地区班名 班　長 副班長

第１区
1 竹内　勝己 名取ちづゑ
２ 千野　幸一 千野　六美

第　２　区 小澤　清美 松本　　進

第３区

１ 福田　光高 熊崎　壮介
２ 髙木　重由
３ 水本由美子 小澤　正子
４ 高木　利幸 安田　英一
５ 中村　浩章 吉澤　愛人

第　４　区 山﨑日出麿 宮澤恵美子
第　５　区 藤森　　博 小林　瀧夫
第　６　区 林　　義光 黒田　俊夫

第７区
1 古田　　寛 本山　正恵
2 増澤　利昌 上村さき子

第　８　区 山田　巻廣 森　りつ子
第　９　区 中村　峰子 埴原　千善
第　10　区 生田　朋子 小林　幸利

地区班名 班　長 副班長

川 岸

1三沢 花岡　正純 中村　正信
2-1
三  沢 小松　行男
2-2
三  沢 伊藤　和好
3 橋原 秋山　幹宏
4 新倉 山崎　政秋
5

駒沢・夏明 奥田　正義
中　　　 屋 岩波　哲生
中　　　 村 原　キミ子
横　　　 川 笠原ゆき江 今井　義直

東 堀
1 本庄　孝次
2 小杉　清人
3 八幡　研一

平成31（2019）年度　地域班・職群班の正副班長が決まりました
１年間お世話になりますが、よろしくお願いします。

地　域　正　副　班　長

職　群　正　副　班　長
職 群 班 名 班　　長 副 班 長 職 群 班 名 班　　長 副 班 長

除 草 班（岡　谷） 今井　國臣
伏 見 屋 邸 管 理 班 嶋田十三男

今井　克也
草 刈 班（岡　谷） 伊藤　和好 下島　勝男 林　　誠子
駐車場管理班（岡　谷） 堀内　　肇 武 藤 工 業 班 嶋田十三男
ラ ラ オ カ ヤ 管 理 班 小林　賢治 大 和 電 機 工 業 班 唐澤　　稔 金澤ふみ子
屋 内 清 掃 班 原　キミコ 草 刈 班（下諏訪） 上條　　貢 宮崎　治郎
植 木 班（岡　谷） 石原　昌弘 下 諏 訪 財 産 区 班 斉藤　浩子 小林さだ子

ア ピ タ 班 小口二士夫
山崎　政秋 駐車場管理班（下諏訪） 山﨑　義雄
宮澤　　昇 水 道 検 針 班 林　　和明

クリーンセンター班 和田　義久 高浜健康温泉センター班 須田　　誠 小林　利信
除 草 班（下諏訪） 辻藤　美男 森　りつ子 おんばしら館よいさ管理班 太田　恒幸 二ノ宮美晴
植 木 班（下諏訪） 増沢　民範 釜田　正敏 今 井 邦 子 文 学 館 班 宮下　　茂
イ ン グ ス シ ナ ノ 班 長田　春江

岡 谷 地 区 下諏訪地区
【太字は新任】

【太字は新任】

　
草
花
が
芽
を
出
し
春
で
あ
る
。
暖

か
く
身
体
が
動
く
様
に
な
り
多
少
の

運
動
を
し
な
が
ら
健
康
に
留
意
し
、

猫
の
額
ほ
ど
の
庭
に
手
を
出
し
て
い

る
。
苔
に
興
味
が
あ
り
、
小
さ
な
植

木
鉢
に
苔
の
庭
園
を
作
る
。
別
の
鉢

に
苔
玉
を
作
り
、
中
央
に
山
野
草
の

花
を
咲
か
せ
る
。
そ
ん
な
光
景
を
抱

き
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
る
。
苔
に

も
沢
山
の
種
類
が
あ
り
、
私
は
ス
ナ

ゴ
ケ
、
ギ
ン
ゴ
ケ
等
が
好
き
で
そ
れ

を
植
え
る
。
石
垣
に
生
え
る
苔
の
生

命
力
は
大
変
な
凄
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

朝
露
と
雨
の
し
ず
く
で
生
き
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
我
々
は
ど
う
か
と
考
え
る
と
無
駄

な
部
分
が
沢
山
あ
る
事
を
感
じ
ま
す
。

有
難
さ
を
常
に
思
い
生
活
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
年
々
歳
を
取
る
ご
と
に

気
力
、
体
力
の
衰
え
が
目
に
見
え
る

様
に
分
か
り
ま
す
。
認
知
症
に
な
ら

ぬ
様
に
脳
も
活
性
さ
せ
頭
を
使
い
勉

強
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　「
人
間   

日
々   

勉
強
」。

（
理
事
・
永
田
釟
郎
　

記
）

1
月　

岡
谷
地
区

　
　
　

山
田　

忠　

様

3
月　

下
諏
訪
地
区

　
　
　

小
島 

寿
三
郎　

様

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

■
会
員
の
お
く
や
み


